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DuMA ニュースレター                                 ２０２１年 8 月２３日 

日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震で事前注意や避難のよびかけを検討 

 ８月１９日、政府・地震調査委員会は、北海道や東北の沿岸部で大きな被害が想定される日本海溝・

千島海溝地震の可能性が高まった場合に、巨大地震への事前の注意を呼びかける情報が出せない

か、検討を開始したとの報道がありました。 

 

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20210819/k10013211111000.html 

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUE18DKT0Y1A810C2000000/ 

https://news.yahoo.co.jp/articles/48ed57ab7f706058520b0acd8783cc466a7e45aa 

 

 南海トラフでは異常な現象が観測されるなど、地震の可能性が高まったと考えられる場合に、住民な

どに注意を呼びかける仕組みとして、臨時情報というものが発令されるしくみが存在しています。これと

同じような仕組みを日本海溝沿いや千島海溝沿いで発生する巨大地震についても発令できないかとい

う事のようです。 

  

 政府・地震調査委員会や地震学界は「地震予知は不可能」というのが公式見解です。そうするとこの

ような予知につながる臨時情報発令は少し矛盾があるのではないかとお感じになる方もいらっしゃるの

ではないでしょうか。実は DuMA/CSO も東海地震の警戒宣言を結果として出さないという決定の根拠と

なった内閣府委員会のメンバーでした。その時の結論は簡単に言えば「住民の避難行動につながるよう

な確度の高い予測は困難」という事でした。しかしこれをメディア的に短くしますと「地震予知は不可能」

という言葉となり、それが報道される事になったのです。 

 

 １９９５年までの地震予知研究では、ある意味楽観的な考えがあったのも事実です。それは一生懸命

観測をしていれば、大地震の前には顕著な異常現象が発現する可能性が高いと思っていたのです。し

かし１９９５年１月に発生した阪神大震災はそのような希望的観測を打ち砕いてしまいました。確かに地

震発生後の解析では、色々な異常があったのですが、それを役立てる体制も、社会に公表する法的な

根拠も無かったのです。 

 

 東海地震については、前駆的な地殻変動（静岡県、掛川周辺の直前の隆起）が昭和１９年の東南海

地震の前に観測されていた事から、体積歪計と呼ばれる観測装置が東海地方に重点的に配備され、そ

れを気象庁が２４時間体制で監視するしくみ（東海地震の警戒宣言発令）が確立していました。しかし、

現在は東海地震の警戒宣言は出されなくなり、南海トラフ臨時情報というものが出される事に変更となり

ました。 

 

 これは、阪神大震災を契機に全国展開された高感度微小地震観測網(Hi-net)や GEONET と呼ばれ

る人工衛星を用いた地殻変動リアルタイム観測システムが大きな役割を果たしています。つまり、正確に

「いつ地震が発生するか」は言う事はできなくても、「今、これまでとまったく違う異常が発生している」と

いう事は言う事が可能となったのです。それをいち早く伝えるのが現在の「臨時情報」なのです。 
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首都圏の地下天気図® 

 ７月１９日のニュースレターに続き、首都圏に特化した地下天気図解析です。今週は８月２０日時点の

L タイプ地下天気図です。どうも状況が変わってきたようです。現時点で地震活動静穏化がかなり解消

している事がわかりました。関東地方は十二分に警戒しなければいけない期間に突入したかもしれませ

ん。 

 

参考までに８月１日時点（左）と７月１９日にお示しした、７月１６日時点の地下天気図（右）を再掲しま

す。 

 

これらの８月１日（左）と７月１６日（右）の地下天気図から、８月に入って急激に地震活動のレベルが通

常に戻りつつある事がわかります。 
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 次にお示しする図は図中の■の地点における地下天気図の時間変化曲線です。かなり静穏化が解

消に向かっている事がわかります。 

 

 

 参考のため、地下天気図時系列変化の見方の模式図を以下にお示しします。 
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 ８月２３日時点の DuMA ダッシュボードです。I の異常を I と I’に分割しました。 
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